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まちの話題

大山ＩＣ－名和ＩＣ
（４．７㌔）が開通

　

国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め
て
い

た
山
陰
道
「
名
和
・
淀
江
道
路
」（
約

12
・
１
キ
ロ
）
の
一
部
（
大
山
Ｉ
Ｃ

‐
名
和
Ｉ
Ｃ
、
４
・
７
キ
ロ
）
が
3

月
29
日
午
後
3
時
に
全
面
開
通
し
ま

し
た
。

　

名
和
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
開
通
式
で
は
国
や

県
、
町
の
関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

を
し
て
開
通
を
祝
い
、
車
で
名
和

Ｉ
Ｃ
を
出
発
。
大
山
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
新

区
間
を
自
動
車
で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し

た
。

テープカットで道路開通を祝う関係者

（名和農業者トレーニングセンター）

名和中学校吹奏楽部（部員 19 人）が生演奏し

式典を盛り上げました

式典会場には 3月 22 日に

行われた開通記念ウォーキ

ングに使われた舟も展示さ

れました

60年の歴史に幕
  香取分校閉校記念式典

　

大
山
小
学
校
香
取
分
校
（
豊
房
）

の
閉
校
記
念
式
典
が
3
月
29
日
、
香

取
分
校
で
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
生
を

は
じ
め
歴
代
の
先
生
、
地
元
の
方
々

な
ど
が
集
ま
り
、
懐
か
し
い
思
い
出

を
語
り
な
が
ら
分
校
と
の
別
れ
を
惜

し
み
ま
し
た
。

　

香
取
分
校
は
、
１
９
４
７
（
昭
和

22
）
年
に
開
校
。
前
年
に
香
取
地
区

に
入
植
し
た
香
川
県
出
身
の
旧
満
州

開
拓
団
が
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
生
活

環
境
の
中
で
設
立
し
た
歴
史
を
持
ち

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
１
８
６
人
の
卒

業
生
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
香
取
開
拓
農
協
の
田

尾
昭
典
組
合
長
が
「
１
つ
の
区
切
り

閉校にあたり声を詰まらせながらあいさつをする

香取開拓農協組合長の田尾昭典さん

と
し
て
決
心
し
ま
し
た
。
香
取
分
校

の
子
は
自
立
心
の
強
い
子
で
、
家

業
の
乳
業
、
農
業
を
手
伝
う
子
が
多

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
元
教
員
を
代
表
し
て
行
天

登
志
子
先
生
が
「
何
か
あ
る
と
一
致

団
結
し
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
み
せ
た
。
香
取
の
人
づ
く
り
を

糧
に
し
て
今
こ
そ
連
携
し
て
村
づ
く

り
を
支
え
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
5
年
生
の
荒
尚
樹
く
ん

が
「
最
後
の
在
校
生
だ
っ
た
こ
と
を

誇
り
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
」
と
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

開通した山陰道を走

る車（名和ＩＣ付近）


